
̶1̶ ＊こうち県議会だよりは、県の総合・合同庁舎でもお渡ししています。
  また、県議会のホームページにもPDF版と音声版を掲載しています。

９
月
定
例
会
の
概
要

９
月
定
例
会
の
概
要

会
期
　
９
月
１９
日
〜
10
月
1１
日【
２3
日
間
】

●
開
会
日
（
９
月
19
日
）
　

■
知
事
提
案
説
明
　

　  

〜「
共
感
と
前
進
」を
基
本
姿
勢
と
し
、徹
底
し
て
成
果
に
こ
だ
わ
る
〜

濵
田
知
事
は
、８
月
に
初
め
て
発
表
さ
れ
た
南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
に
つ

い
て
、「
１
週
間
に
わ
た
る
警
戒
態
勢
の
中
、県
民
や
事
業
者
に
は
冷
静
な
対
応
を
い

た
だ
い
た
一
方
、宿
泊
キ
ャ
ン
セ
ル
な
ど
経
済
的
な
影
響
が
あ
っ
た
。キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な

ど
を
強
化
し
、観
光
需
要
の
早
期
回
復
に
つ
な
げ
る
」と
述
べ
ま
し
た
。ま
た
、パ
リ
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
、パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
本
県
出
身
者
の
活
躍
に
触
れ
、「
メ
ダ
ル
獲
得
の
快

挙
を
称
え
て
、県
民
栄
誉
賞
の
創
設
、授
与
、パ
レ
ー
ド
や
祝
賀
会
の
開
催
な
ど
県
民

を
挙
げ
て
祝
福
し
た
い
」と
述
べ
ま
し
た
。

次
に
、県
政
運
営
の
基
本
姿
勢
に
つ
い
て
、「
大
阪
市
梅
田
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

の
順
調
な
ス
タ
ー
ト
等
と
い
っ
た
追
い
風
を
最
大
限
に
生
か
し
て
地
産
外
商
や
観

光
誘
客
の
取
組
を
さ
ら
に
強
化
し
、経
済
効
果
を
県
内
全
域
に
波
及
さ
せ
る
。一

方
、続
く
物
価
高
騰
や
人
手
不
足
な
ど
の
課
題
解
決
へ
成
果
を
積
み
重
ね
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」と
述
べ
た
上
で
、「「
濵
田
が
参
り
ま
し
た
」な
ど
、対
話
を
通
じ
て

県
政
に
対
す
る「
共
感
」を
得
る
と
同
時
に
、デ
ジ
タ
ル
化
・
グ
リ
ー
ン
化
・
グ
ロ
ー

バ
ル
化
と
い
う
新
た
な
時
代
の
潮
流
を
先
取
り
し
、県
政
の
進
化
に
向
け
て
着
実

に「
前
進
」す
る
」と
述
べ
ま
し
た
。

次
に
、令
和
６
年
度
９
月
補
正
予
算
に
つ
い
て
、「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
策
で
は
、住

宅
耐
震
化
や
各
産
業
の
早
期
再
開
に
向
け
た
支
援
、被
害
想
定
の
見
直
し
を
行
う
。

経
済
の
活
性
化
で
は
、県
外
誘
客
の
強
化
な
ど
に
加
え
、物
部
川
流
域
の
地
域
博
覧

会
開
催
を
支
援
す
る
。ま
た
、人
口
減
少
対
策
と
し
て
、共
働
き
・
共
育
て
を
推
進
す

る
県
民
運
動
と
県
外
在
住
者
向
け
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
す
る
」と
述
べ
た
上
で
、

「
今
後
６
年
間
の
中
期
的
な
財
政
収
支
試
算
の
結
果
、財
政
運
営
に
一
定
の
見
通
し
を

つ
け
た
が
、国
に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
状
況
は
続
く
。国
に
対
す
る
積
極
的
な
政
策
提

言
と
事
務
事
業
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
ア
ン
ド
ビ
ル
ド
を
一
層
徹
底
す
る
」と
述
べ
ま
し
た
。

続
い
て
、人
口
減
少
対
策
、「
い
き
い
き
と
仕
事
が
で
き
る
高
知
」、「
い
き
い
き
と

生
活
が
で
き
る
高
知
」、「
安
全
・
安
心
な
高
知
」に
向
け
た
取
組
な
ど
に
つ
い
て
述

べ
、最
後
に
今
回
提
案
し
た
議
案
50
件
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

■
議
員
派
遣
議
案

議
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
員
派
遣
議
案
１
件
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

●
一
般
質
問
（
９
月
26
日
〜
10
月
３
日
）
　

■
知
事
の
政
治
姿
勢
な
ど
に
つ
い
て
論
議

一
括
質
問
形
式
に
よ
り
８
名
の
議
員
が
、人
口
減
少
対
策
や
南
海
ト
ラ
フ
地
震

等
の
災
害
対
策
な
ど
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。ま
た
、一
問
一
答
形
式
に
よ
り
16
名

の
議
員
が
、中
山
間
地
域
対
策
や
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
な
ど
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

●
決
算
特
別
委
員
会
の
設
置
（
10
月
３
日
）

令
和
５
年
度
の
決
算
を
審
査
す
る
た
め
、決
算
特
別
委
員
会（
三
石
文
隆
委

員
長
）を
設
置
し
、一
般
会
計
、特
別
会
計
、公
営
企
業
会
計
の
決
算
に
関
す
る

議
案
25
件
を
付
託
の
上
、審
査
が
終
了
す
る
ま
で
議
会
の
閉
会
中
も
継
続
審
査

す
る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

●
常
任
委
員
会
審
査
（
10
月
４
日
〜
９
日
）

審
査
の
結
果
、付
託
さ
れ
た
議
案
25
件
を
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

●
閉
会
日
（
10
月
11
日
）

■
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
を
可
決

知
事
提
出
議
案
25
件
の
う
ち
、令
和
６
年
度
高
知
県
一
般
会
計
補
正
予
算
に

つ
い
て
は
、修
正
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
が
、採
決
の
結
果
、修
正
案
を
否
決
の
上
、

原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。そ
の
他
の
24
件
に
つ
い
て
は
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し

た
。ま
た
、追
加
提
出
さ
れ
た
一
般
会
計
補
正
予
算
１
件
を
可
決
し
、人
事
議
案

１
件
に
同
意
し
ま
し
た
。

議
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
員
派
遣
議
案
１
件
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

ま
た
、意
見
書
議
案
６
件
の
う
ち
４
件
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
、２
件
を
否
決
し

ま
し
た
。

主 な 内 容

　本会議中に震度６強の地震が発
生した想定で、身を守り避難する訓
練と、会期延長の手順の確認を行い
ました。
　合わせてＡＥＤの研修と起震車の
体験を実施しました。

なお、
・議会棟は耐震工事済みです。
・傍聴席には防災頭巾を備えてい
ます。

高知県議会防災訓練（R6.10.11実施）
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９月定例会本会議の質問
一
括
質
問

９
月
26
日

土
居 

　
央

塚
地 

佐
智

畠
中 

拓
馬

９
月
27
日

田
所 

裕
介

寺
内 

憲
資

槇
尾 
絢
子

10
月
1
日

土
森 

正
一

下
村 

勝
幸

一
問
一
答

10
月
２
日

上
治 

堂
司

細
木
　 

良

武
石 

利
彦

坂
本 

茂
雄

西
森 

美
和

樋
口 

秀
洋

桑
鶴 

太
朗

は
た 

　
愛

大
石 

　
宗

10
月
３
日

橋
本 

敏
男

久
保 

博
道

岡
本 

和
也

上
田 
貢
太
郎

田
中
　 
徹

横
山 
文
人

西
内 

隆
純

共
働
き
・
共
育
て
県
民

運
動
の
展
開

土居　 央
（自由民主党）

塚地　佐智
（日本共産党）

畠中　拓馬
（一燈立志の会）

田所　裕介
（県民の会）

寺内　憲資
（公明党）

答

知
事
　
男
性
の
育
休
取
得

促
進
を
原
動
力
と
す
る
こ
の
運
動

が
、第
２
子
以
降
の
出
生
率
向
上

と
、性
別
役
割
分
担
意
識
の
解
消

に
つ
な
が
る
よ
う
取
り
組
む
。

ま
た
今
後
は
、官
民
協
働
で
進

捗
状
況
の
確
認
な
ど
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
を

回
す
こ
と
で
継
続
的
に
取
り
組
み
、

問

若
者
世
代
の
結
婚
・
子
育
て

支
援
に
は
、男
性
の
育
児
休
業
取

得
促
進
な
ど
夫
婦
が
仕
事
と
子
育

て
を
両
立
で
き
る
環
境
づ
く
り
が

重
要
だ
。

県
は
経
済
団
体
等
と
共
働
き・共

育
て
を
推
進
す
る
共
同
宣
言
を
発

し
た
が
、県
民
運
動
と
し
て
狙
う
効

果
と
取
組
の
継
続
に
つ
い
て
聞
く
。

精
神
障
害
者
へ
の
重
度
心
身
障
害
児・

者
医
療
費
助
成
制
度
の
適
用

答

知
事
　
重
度
心
身
障
害
児
・

者
医
療
費
助
成
制
度
は
、既
に
41
都

道
府
県
が
精
神
障
害
者
も
対
象
に

し
て
お
り
、県
内
の
27
市
町
村
も
県

補
助
制
度
を
創
設
す
る
な
ら
実
施

を
検
討
す
る
意
向
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

本
県
も
本
格
的
な
検
討
開
始
を
決

定
し
た
。

市
町
村
中
心
の
関
係
者
会
議
を

年
内
に
立
ち
上
げ
、対
象
と
す
る
障

害
の
程
度
や
医
療
の
範
囲
、財
政
負

担
規
模
等
の
検
討
を
深
め
て
い
く
。

動
画
制
作
な
ど
広
報
活
動
も
実

施
し
て
い
く
。

問

精
神
障
害
に
関
し
て
は
、国
に

よ
る
精
神
疾
患
治
療
へ
の
助
成
の
み

で
、入
院
や
精
神
科
以
外
の
診
療
、

治
療
へ
の
助
成
が
な
い
。

重
度
心
身
障
害
児・者
医
療
費
助

成
制
度
へ
精
神
障
害
者
も
対
象
に
加

え
る
よ
う
早
期
に
具
体
的
な
検
討

を
開
始
す
べ
き
だ
。所
見
を
聞
く
。

公
共
性
の
高
い
団
体
が
指
定
管
理
者
と

な
っ
て
い
る
施
設
の
職
員
の
処
遇
問
題

答

副
知
事
　
特
に
公
共
性
が

高
い
団
体
の
職
員
の
処
遇
は
、団

体
か
ら
の
相
談
へ
個
別
に
応
じ
る
こ

と
と
し
、給
与
の
引
き
上
げ
を
可

能
に
す
る
な
ど
対
応
し
た
。ま
た
、

来
年
度
か
ら
民
間
賃
金
や
物
価
水

準
の
上
昇
を
踏
ま
え
、管
理
代
行

料
の
柔
軟
な
見
直
し
も
実
施
す
る
。

今
後
さ
ら
に
、団
体
の
主
体
的

な
取
組
も
後
押
し
し
、職
場
環
境

づ
く
り
へ
の
助
言
を
し
て
い
く
。

問

県
の
公
社
等
、公
共
性
が
高

い
団
体
が
指
定
管
理
者
と
な
っ
て

い
る
施
設
に
つ
い
て
、職
員
の
処

遇
は
、県
職
員
と
格
差
が
あ
り
、モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
低
下
を
招
い
て

い
る
。こ
う
し
た
問
題
を
ど
う
認

識
し
、対
策
し
て
い
く
の
か
聞
く
。

現
行
憲
法
下
で
合
区
解
消
す
る

場
合
に
想
定
す
る
法
律
改
正

答

知
事
　
例
え
ば
、国
会
法
で
参

議
院
を
都
道
府
県
単
位
の
地
域
代

表
に
位
置
付
け
、公
職
選
挙
法
も
各

都
道
府
県
を
選
挙
区
と
し
て
１
名
以

上
選
出
す
る
と
改
正
す
る
手
法
が

考
え
ら
れ
る
。

今
後
も
継
続
し
て
関
係
議
員
へ
働

き
か
け
、全
国
知
事
会
と
も
連
携
し

て
取
り
組
む
。

問

合
区
制
の
導
入
で
本
県
の

民
意
が
国
に
届
き
に
く
く
な
っ

た
。令
和
２
年
９
月
議
会
で
知
事

は
、憲
法
改
正
に
よ
る
抜
本
解
決

を
望
む
一
方
、次
の
参
議
院
通

常
選
挙
に
間
に
合
う
よ
う
、ま
ず

は
法
律
改
正
に
よ
る
合
区
解
消

を
目
指
す
と
述
べ
た
。

し
か
し
、現
行
憲
法
下
の
公
職

選
挙
法
改
正
は
、１
票
の
価
値
の

平
等
と
都
道
府
県
格
差
の
拡
大

な
ど
、様
々
な
懸
念
が
あ
る
。ど

の
よ
う
な
法
律
改
正
を
想
定
し

て
い
る
の
か
。

答

知
事
　
一
部
自
治
体
で
カ
ス

ハ
ラ
防
止
条
例
の
制
定
が
進
ん
で
い

る
が
、内
容
は
啓
発
目
的
の
理
念

的
な
も
の
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

国
も
法
的
措
置
も
視
野
に
検
討

し
て
お
り
、よ
り
実
効
性
を
高
め
る

に
は
、全
国
一
律
の
枠
組
み
が
望
ま

し
い
。県
は
、国
の
法
制
化
に
先
立

ち
、カ
ス
ハ
ラ
へ
の
意
識
を
高
め
る
普

及
啓
発
活
動
を
強
化
し
て
い
く
。

カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

対
策
の
条
例
制
定

問

カ
ス
ハ
ラ
対
策
は
、法
律
の

規
制
だ
け
で
は
難
し
く
、自
治
体

が
条
例
と
い
う
形
で
発
信
す
る

こ
と
に
も
意
味
が
あ
る
。

カ
ス
ハ
ラ
を
許
容
し
な
い
社
会

的
な
雰
囲
気
の
醸
成
の
た
め
、条

例
制
定
等
を
検
討
で
き
な
い
か
。

答

健
康
政
策
部
長

　当
時
は
、

ま
だ
地
域
猫
活
動
の
仕
組
み
の
理

解
等
が
十
分
で
な
く
、市
町
村
単

位
の
取
組
は
広
が
ら
ず
、令
和
元

年
度
に
地
域
単
位
の
Ｔ
Ｎ
Ｒ
活
動

に
変
更
し
た
結
果
、本
年
度
は
14

市
町
で
予
定
さ
れ
る
な
ど
、地
域

猫
活
動
の
素
地
が
広
が
り
つ
つ
あ

る
。さ

ら
な
る
住
民
の
理
解
促
進
へ
向

け
、先
進
事
例
紹
介
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

育
成
等
、市
町
村
と
連
携
し
て
、県

内
全
域
に
地
域
猫
活
動
を
普
及
し

て
い
く
。

と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
行
政
の
３
者

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
で
、主
体
は

地
域
住
民
と
な
る
。

平
成
30
年
度
の
市
町
村
向
け

地
域
猫
支
援
事
業
の
利
用
は
、１

自
治
体
だ
け
だ
っ
た
が
、今
後
の

推
進
方
法
を
聞
く
。

地
域
猫
活
動
の
推
進

問

県
は
、Ｔ
Ｎ
Ｒ
活
動
か
ら
地

域
猫
活
動
へ
の
シ
フ
ト
を
宣
言

し
た
。地
域
猫
活
動
は
、猫
の
ト

ラ
ブ
ル
を
な
く
す
た
め
の
地
域

答

知
事
　
こ
う
し
た
自
主
的
な

保
全
活
動
は
、Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
に
も
寄
与

す
る
高
い
公
益
性
が
認
め
ら
れ
、こ

れ
ま
で
も
デ
ー
タ
提
供
や
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
へ
の
講
師
派
遣
等
の
支
援
を

行
っ
て
き
た
。

今
後
は
、さ
ら
な
る
技
術
的
支

援
の
検
討
と
と
も
に
、ふ
る
さ
と
納

税
を
活
用
し
た
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
に
よ
る
資
金
調
達
の
提
案
も

行
い
た
い
。

答

林
業
振
興
・
環
境
部
長
　
こ

れ
ま
で
の
河
川
調
査
で
地
下
水
汚

染
の
可
能
性
は
低
い
と
判
断
し
た

が
、最
近
の
報
道
に
よ
る
住
民
の
不

安
解
消
の
た
め
、来
年
度
か
ら
、Ｐ

Ｆ
Ｏ
Ｓ
と
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
を
井
戸
水
水

質
調
査
項
目
に
加
え
る
。ま
た
、調

査
地
点
は
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設

な
ど
周
辺
施
設
の
状
況
も
考
慮
し

選
定
す
る
。

県
内
の
河
川
の
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
調
査

問

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
は
、長
期
間
環
境

に
残
留
し
、水
を
通
し
て
人
体
に

も
取
り
込
ま
れ
る
。

有
害
性
が
高
い
も
の
も
あ
り
、

健
康
リ
ス
ク
も
指
摘
さ
れ
て
い
る

が
、河
川
に
含
ま
れ
る
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
を

調
査
し
た
こ
と
は
あ
る
か
。

宝
石
サ
ン
ゴ
の
育
成
、

増
殖
対
策

問

本
県
宝
石
サ
ン
ゴ
産
業
は
、

地
域
資
源
を
生
か
し
た
重
要
な

伝
統
産
業
だ
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
宝
石
珊
瑚
保
護

育
成
協
議
会
は
、高
知
大
学
や

黒
潮
生
物
研
究
所
、漁
業
者
等

と
と
も
に
、サ
ン
ゴ
の
移
植
・
増

殖
の
研
究
成
果
を
上
げ
て
い
る
。

宝
石
サ
ン
ゴ
の
育
成
、増
殖
へ
の

対
策
を
聞
く
。

槇尾　絢子
（自由民主党）

助
産
師
の
確
保
と

活
躍
で
き
る
場
の
拡
充

問

助
産
師
は
、周
産
期
医
療
を

支
え
る
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い

る
が
、近
年
分
娩
の
取
り
や
め
や

数
の
制
限
を
す
る
病
院
も
あ
り
、

雇
用
の
場
が
狭
ま
っ
て
い
る
。

本
県
で
は
院
内
助
産
な
ど
が

検
討
さ
れ
て
い
る
が
、助
産
師
の

確
保
や
活
躍
の
場
の
拡
充
へ
の
所

見
を
聞
く
。

答

健
康
政
策
部
長
　
県
で
は
奨

学
貸
付
金
制
度
を
創
設
し
、助
産
師

の
増
加
に
努
め
て
き
た
が
、周
産
期
医

療
の
現
状
を
踏
ま
え
る
と
、さ
ら
な
る

活
躍
の
場
の
拡
大
が
必
要
だ
。

特
に
院
内
助
産
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を

図
る
べ
く
、県
立
あ
き
総
合
病
院
で
具

体
的
な
検
討
に
着
手
し
た
と
こ
ろ
だ
。

今
後
は
さ
ら
に
、子
育
て
世
代
を
包

括
的
に
支
援
す
る
幅
広
い
活
躍
が
期

待
さ
れ
る
助
産
師
の
活
躍
の
場
を
関

係
機
関
と
連
携
し
て
拡
充
し
て
い
く
。

P
F
A
S　

有
機
フ
ッ
素
化
合
物
の
う
ち
、

ペ
ル
フ
ル
オ
ロ
ア
ル
キ
ル
化
合
物
及
び
ポ
リ

フ
ル
オ
ロ
ア
ル
キ
ル
化
合
物
の
総
称
。中
で

も
、P
F
O
S
、P
F
O
A
は
撥
水
剤
、消
火

剤
、コ
ー
テ
ィ
ン
グ
剤
等
幅
広
い
用
途
で
使

用
さ
れ
て
い
る
。

̶2̶
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介
護
危
機
突
破
に
向
け
た

決
意
と
行
動

問

４
月
の
介
護
報
酬
改
定
に
よ

り
、介
護
事
業
所
の
経
営
状
況
も

厳
し
く
、特
に
過
疎
地
、中
山
間
地

の
介
護
基
盤
は
崩
壊
の
危
機
だ
。

介
護
保
険
に
お
け
る
国
庫
負
担

の
増
額
と
合
わ
せ
、県
民・国
民
的

な
運
動
の
推
進
な
ど
従
来
の
取
組

の
延
長
上
で
は
な
い
行
動
が
求
め

ら
れ
て
い
る
が
決
意
を
聞
く
。

学
校
体
育
館
へ
の
エ
ア
コ
ン
整
備

答

教
育
長
　
県
立
学
校
体
育

館
へ
の
整
備
は
、そ
の
他
の
緊
急
性

の
あ
る
改
築
等
が
多
く
、目
標
年

度
は
未
設
定
だ
が
、今
般
の
気
候

変
動
に
よ
り
必
要
性
が
高
ま
る
中
、

当
面
は
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
の
導
入

検
討
も
含
め
て
整
備
を
進
め
た
い
。

市
町
村
立
学
校
に
は
、ま
ず
は

国
の
交
付
金
や
緊
急
防
災
・
減
災

事
業
債
の
活
用
を
検
討
し
て
も
ら

う
が
、緊
急
防
災
・
減
災
事
業
債
の

期
限
は
令
和
７
年
度
で
あ
り
、国
へ

延
長
等
の
提
言
を
行
っ
て
い
く
。

問

防
災
面
で
も
夏
場
の
安
全

な
ス
ポ
ー
ツ
の
保
障
と
し
て
も
、

学
校
体
育
館
へ
の
エ
ア
コ
ン
整
備

が
必
要
だ
。県
立
学
校
体
育
館
へ

の
整
備
完
了
目
標
年
度
の
設
定

と
市
町
村
立
小
中
学
校
体
育
館
へ

の
設
置
支
援
へ
の
所
見
を
聞
く
。

答

知
事
　
マ
イ
ナ
ス
改
定
の
影

響
の
検
証
や
臨
時
改
定
等
を
全
国

知
事
会
で
国
に
求
め
て
お
り
、県
と

し
て
も
影
響
緩
和
措
置
な
ど
の
提

言
も
検
討
す
る
。

一
方
、今
後
さ
ら
に
高
齢
化
が
進

む
中
、介
護
保
険
制
度
の
持
続
可

能
性
の
確
保
は
重
要
で
あ
り
、こ
れ

を
第
一
義
に
取
り
組
み
を
進
め
る
。

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
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◆
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◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆



̶３̶

☟

4ページ上段に続く

答

教
育
長
　
道
徳
科
で
は
、学

習
指
導
要
領
に
基
づ
き
、学
年
ご

と
に
、郷
土
の
伝
統
文
化
に
触
れ
、

学
習
し
て
い
る
。

地
域
の
神
楽
や
歴
史
的
建
造

物
等
を
通
し
て
先
人
の
思
い
や
努

力
を
知
り
、自
分
た
ち
の
関
わ
り

方
や
伝
統
を
発
展
さ
せ
て
い
く
態

度
や
国
を
愛
す
る
心
情
を
育
ん
で

い
る
。

今
後
も
、子
供
た
ち
が
ふ
る
さ

と
高
知
や
日
本
に
対
す
る
愛
着
や

誇
り
を
持
て
る
よ
う
、学
習
の
充

実
を
図
っ
て
い
く
。

国
や
郷
土
を
愛
す
る
心
を

育
む
道
徳
科
の
教
育

問

道
徳
科
の
学
び
を
通
じ
て
、

伝
統
と
文
化
の
尊
重
、国
や
郷
土

を
愛
す
る
心
や
態
度
を
育
む
こ

と
は
、私
た
ち
が
生
ま
れ
た
高

知
、日
本
国
を
愛
す
る
こ
と
が
で

き
て
い
く
と
て
も
大
切
な
学
び

で
あ
る
。

現
在
の
具
体
的
な
進
め
方
を

聞
く
。

答

知
事
　
自
助
・
共
助
の
取
組
、

復
興
作
業
に
向
け
た
事
前
の
備
え

を
強
化
し
、災
害
に
強
い
イ
ン
フ
ラ

整
備
を
加
速
す
る
。ま
た
、臨
時

情
報「
巨
大
地
震
警
戒
」に
対
応

す
る
た
め
、住
民
へ
の
啓
発
と
避
難

訓
練
を
強
化
す
る
。

第
６
期
の
南
海
ト
ラ
フ
地
震
対

策
行
動
計
画
に
具
体
的
な
目
標

と
対
策
を
位
置
付
け
、想
定
死
者

数
を
ゼ
ロ
に
近
づ
け
る
こ
と
を
目

指
し
、全
力
で
取
り
組
む
。

◆
◆
◆
◆
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◆
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四
国
新
幹
線
の
必
要
性
と

採
算
性
の
周
知

問

四
国
新
幹
線
は
、災
害
時
の
輸

送
ル
ー
ト
確
保
や
観
光
活
性
化
等

で
も
必
要
で
あ
る
が
、人
口
減
少
の

中
、投
資
の
有
効
性
、さ
ら
な
る
負

担
発
生
、開
業
後
の
運
営
な
ど
懐
疑

的
な
目
も
あ
る
。

県
民
の
理
解
、協
力
を
得
る
た

め
、広
い
周
知
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答

知
事
　
新
幹
線
の
整
備
費
は
、

国
が
負
担
し
、Ｊ
Ｒ
四
国
の
経
営
に

は
影
響
せ
ず
、か
つ
年
間
約
1
0
0

億
円
の
収
支
改
善
に
よ
り
在
来
線

も
支
え
ら
れ
る
と
見
込
ま
れ
る
。費

用
対
効
果
も
高
く
、経
済
波
及
効
果

は
年
1
6
9
億
円
を
見
込
み
、四
国

に
不
可
欠
な
交
通
イ
ン
フ
ラ
で
あ
る
。

多
く
の
県
民
の
理
解
を
得
る
た
め

広
報
を
強
化
し
、整
備
計
画
へ
の
格

上
げ
を
目
指
し
取
り
組
む
。

雨
水
貯
留
浸
透
施
設

整
備
の
推
進

問

長
野
県
で
は
、流
域
治
水

に
は
一
人
一
人
の
意
識
の
醸
成

や
自
分
事
と
捉
え
る
こ
と
が
鍵

と
し
て
、住
宅
や
事
業
所
へ
の
雨

水
貯
留
タ
ン
ク
の
設
置
に
力
を

注
い
で
い
る
。

本
県
の
雨
水
貯
留
浸
透
施
設

整
備
の
推
進
へ
の
取
組
を
聞
く
。

林
業
大
学
校
の
入
校
者
確
保

問

林
業
大
学
校
で
は
、高
度
な

技
術
を
要
す
る
人
材
を
育
成
し
、卒

業
生
は
県
内
の
林
業
現
場
で
活
躍

し
て
い
る
。し
か
し
、少
子
化
に
よ

り
入
校
者
の
減
少
が
危
惧
さ
れ
る
。

将
来
の
入
校
者
の
確
保
に
向
け

て
の
考
え
を
聞
く
。

答

土
木
部
長
　
本
県
の
計
画
に

は
、自
治
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
用
の
事
務
ス
ペ
ー
ス
や
多
機
能
便

所
等
を
備
え
た
集
会
所
、デ
イ
ル
ー

ム
、生
活
相
談
コ
ー
ナ
ー
等
を
備
え

た
サ
ポ
ー
ト
拠
点
施
設
の
整
備
を

位
置
付
け
て
い
る
。

能
登
半
島
地
震
の
教
訓
も
踏
ま

え
、今
後
も
改
定
を
検
討
し
て
い
く
。

市
町
村
の
学
校
プ
ー
ル
新
改
築

へ
の
財
政
支
援

問

市
町
村
立
学
校
プ
ー
ル
の

老
朽
化
対
策
や
更
新
の
費
用
は
、

国
か
ら
の
補
助
３
分
の
１
、残
り

は
市
町
村
負
担
だ
。

子
供
の
命
を
守
る
た
め
に
、県

と
し
て
各
市
町
村
の
プ
ー
ル
新

改
築
に
支
援
で
き
な
い
か
。

遊
休
農
地
を

発
生
さ
せ
な
い
取
組

問

中
山
間
地
域
で
、高
齢
化
・

過
疎
化
に
よ
る
遊
休
農
地
が
増

え
て
い
る
。産
業
の
衰
退
は
地
域

に
と
っ
て
致
命
的
で
、状
況
の
打

開
が
必
要
だ
。

遊
休
農
地
の
活
用
方
法
を
聞

く
。

答

農
業
振
興
部
長
　
こ
れ
ま
で

遊
休
農
地
の
発
生
防
止
の
た
め
に

育
成
し
て
き
た
集
落
営
農
組
織
も
、

構
成
員
の
高
齢
化
に
よ
り
活
動
が

停
滞
し
始
め
た
。こ
う
し
た
状
況
を

踏
ま
え
、集
落
営
農
組
織
等
が
連

携
し
て
営
農
を
継
続
す
る
地
域
農

業
戦
略
の
策
定
を
進
め
、現
在
10

地
区
で
、各
戦
略
に
基
づ
い
た
営
農

活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
。

遊
休
農
地
を
発
生
さ
せ
な
い
優

良
事
例
を
紹
介
し
、集
落
営
農
組

織
の
連
携
に
向
け
た
機
運
の
醸
成

を
図
っ
て
い
く
。
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◆
◆
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答

知
事
　
公
立
学
校
の
施
設
整

備
・
改
修
は
、設
置
者
負
担
の
大
原
則

が
あ
り
、よ
ほ
ど
の
特
別
な
事
情
が
な

い
限
り
財
政
支
援
は
難
し
い
。

学
校
施
設
の
老
朽
化
は
全
国
的
な

課
題
で
あ
り
、国
も
学
校
プ
ー
ル
の
改

修
を
新
た
に
交
付
金
の
対
象
と
す
る

予
算
を
検
討
し
て
い
る
。引
き
続
き
国

の
動
向
を
情
報
収
集
し
て
、全
国
の
関

係
団
体
と
も
連
携
し
、財
政
支
援
拡

充
を
提
言
し
て
い
く
。

答

教
育
長
　
各
学
校
で
は
、地
域

の
祭
り
や
歴
史
、偉
人
、産
業
な
ど
か

ら
地
域
を
知
る
学
習
、地
域
の
課
題

を
考
え
、地
域
の
人
々
と
共
に
行
動

す
る
活
動
を
行
い
、地
域
の
よ
さ
を

実
感
す
る
経
験
に
も
注
力
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
活
動
や
経
験
を
通
し
て
、

地
域
へ
の
誇
り
や
郷
土
に
対
す
る
愛

着
、地
域
の
一
員
と
し
て
の
意
識
を

育
ん
で
い
る
。

地
域
と
共
に
郷
土
愛
を

育
む
教
育

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

問

幼
少
の
頃
、祭
り
や
行
事
等
で

地
元
青
年
団
が
地
域
を
盛
り
上
げ

支
え
る
姿
を
見
て
、い
つ
か
は
村
に

帰
っ
て
様
々
な
活
動
を
し
た
い
と
思

う
郷
土
愛
が
育
ま
れ
た
。

学
校
教
育
で
は
、郷
土
愛
を
育
む

教
育
を
地
域
と
共
に
ど
の
よ
う
な
方

法
で
行
っ
て
い
る
の
か
。

応
急
仮
設
住
宅
供
給
計
画
に
お
け
る

サ
ポ
ー
ト
拠
点
施
設
等
整
備
の
位
置
付
け

問

能
登
半
島
地
震
の
被
災
地
の

仮
設
住
宅
を
視
察
し
、孤
独
死
や

震
災
関
連
死
を
な
く
す
た
め
、仮

設
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
見
守
り
機

能
の
充
実
が
必
要
と
感
じ
た
。

国
は
、一
定
規
模
以
上
の
応
急

仮
設
住
宅
地
に
は
サ
ポ
ー
ト
拠
点

の
整
備
が
必
要
と
し
て
い
る
が
、本

県
の
応
急
仮
設
住
宅
供
給
計
画
に

は
、集
会
所
や
サ
ポ
ー
ト
拠
点
施

設
の
整
備
は
位
置
付
け
て
い
る
か
。

答

林
業
振
興・環
境
部
長
　
林
業

大
学
校
で
は
、入
校
者
確
保
の
た
め
、

高
校
訪
問
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、ま
た
高
知
県
林

業
労
働
力
確
保
支
援
セ
ン
タ
ー
と
連

携
し
た
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、多
様
な
方
法

で
林
業
就
業
の
魅
力
を
発
信
し
て
い

る
。本
年
度
は
、県
外
か
ら
の
入
校
者

を
増
や
す
た
め
、デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ

を
活
用
し
た
Ｐ
Ｒ
も
開
始
し
た
。

今
後
も
、入
校
者
の
確
保
、本
県
で

の
林
業
就
業
へ
の
関
心
を
高
め
る
た
め

の
情
報
発
信
の
強
化
を
図
っ
て
い
く
。

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

高
知
県
を
ア
ス
リ
ー
ト
の
引
退
後
の

活
躍
の
地
に
選
ん
で
も
ら
う
取
組

問

本
県
出
身
ア
ス
リ
ー
ト
が

引
退
後
に
地
元
に
戻
れ
ば
、学
び

た
い
子
供
も
多
く
、人
口
減
少
対

策
に
も
つ
な
が
る
。

ア
ス
リ
ー
ト
に
セ
カ
ン
ド
キ
ャ

リ
ア
を
本
県
で
進
め
て
も
ら
う

た
め
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
現
状
と

今
後
の
取
組
を
聞
く
。

中
山
間
地
域
の
活
性
化
に

向
け
た
思
い

問

中
山
間
地
域
対
策
の
今
の

取
組
状
況
と
こ
れ
か
ら
ど
う
取
り

組
み
推
進
し
て
い
く
の
か
聞
く
。

答

知
事
　
中
山
間
地
域
は
県
土
の

９
割
を
占
め
、県
民
の
４
割
が
暮
ら
し
、

生
活
や
文
化
、産
業
等
が
営
々
と
守
り

受
け
継
が
れ
て
き
た
。

先
人
か
ら
引
き
継
い
で
き
た
営
み
を

デ
ジ
タ
ル
な
ど
の
新
し
い
技
術
や
特
定

地
域
づ
く
り
事
業
協
同
組
合
な
ど
の

新
制
度
も
存
分
に
活
用
し
て
、し
っ
か
り

と
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
こ
と
が
使
命
だ
。

特
に
若
者
を
増
や
す
攻
め
の
目
標
も

掲
げ
、達
成
へ
の
道
筋
を
つ
け
て
い
く
。

中
山
間
地
域
の
再
興
な
く
し
て
県

勢
浮
揚
は
な
し
得
な
い
と
い
う
強
い
思

い
の
下
に
、取
組
を
鋭
意
進
め
て
い
く
。

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

災
害
中
間
支
援
組
織

設
立
の
進
め
方

問

徳
島
県
で
は
、内
閣
府
の
モ

デ
ル
事
業
に
よ
り
災
害
中
間
支

援
組
織
を
新
た
に
立
ち
上
げ
、体

制
を
強
化
し
て
い
る
。

本
県
も
、こ
の
モ
デ
ル
事
業
を

活
用
し
て
、検
討
過
程
の
段
階
か

ら
顔
の
見
え
る
関
係
を
築
く
こ

と
が
重
要
で
は
な
い
か
。今
後
の

具
体
的
な
進
め
方
を
聞
く
。

答

子
ど
も・福
祉
政
策
部
長
　
徳

島
県
は
、平
時
か
ら
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
を
支

援
し
て
い
る
団
体
が
中
心
的
な
役
割

を
担
っ
て
取
組
が
進
ん
だ
と
聞
く
。

本
県
で
は
、こ
れ
ま
で
高
知
県
社

会
福
祉
協
議
会
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
へ
の
相
談

支
援
や
研
修
、交
流
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
で
、

連
携
し
て
検
討
を
進
め
た
い
。ま
た
、

モ
デ
ル
事
業
を
活
用
し
て
有
識
者
の

意
見
を
伺
う
検
討
会
を
立
ち
上
げ

る
こ
と
も
選
択
肢
と
し
て
考
え
た
い
。

南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
策
の

事
前
の
備
え

問

能
登
半
島
地
震
や
南
海
ト

ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
を
踏
ま
え
、

ふ
る
さ
と
高
知
の
事
前
の
備
え

を
ど
う
行
っ
て
い
く
の
か
、そ
の

決
意
を
聞
く
。

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

答

観
光
振
興
ス
ポ
ー
ツ
部
長
　

現
在
、第
３
期
高
知
県
ス
ポ
ー
ツ
振

興
計
画
に
ア
ス
リ
ー
ト
等
の
キ
ャ
リ

ア
支
援
を
位
置
付
け
て
い
る
。

今
後
、県
内
企
業
と
の
マ
ッ
チ
ン

グ
を
支
援
す
る
職
業
紹
介
所
を
開

設
し
、専
用
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
は
、公

務
員
採
用
試
験
、Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
情

報
等
も
掲
載
す
る
な
ど
、競
技
団

体
や
企
業
と
連
携
し
て
情
報
発
信

を
強
化
す
る
。一
人
で
も
多
く
の
ア

ス
リ
ー
ト
や
指
導
者
に
本
県
で
活

動
し
て
も
ら
え
る
よ
う
取
り
組
む
。

消
防
広
域
化
の
基
本
構
想
策
定

過
程
で
の
関
係
者
の
意
見
聴
取

答

知
事
　
ま
ず
、骨
子
案
を
策

定
し
て
、市
町
村
、消
防
本
部
、消

防
団
員
、消
防
職
員
を
含
む
消
防

関
係
者
、ま
た
県
民
か
ら
も
意
見
を

募
り
、県
の
試
案
と
し
て
年
度
内
に

基
本
構
想
を
策
定
す
る
。

来
年
度
は
、こ
の
構
想
を
今
後
の

議
論
の
ス
タ
ー
ト
と
し
て
、有
識
者

な
ど
も
交
え
た
検
討
組
織
で
よ
り

具
体
化
に
向
け
た
議
論
を
深
め
て

も
ら
う
段
取
り
を
考
え
て
い
る
。

問

消
防
広
域
化
を
担
う
新
組

織
の
設
置
に
向
け
た
基
本
構
想

は
、策
定
後
だ
け
で
な
く
策
定
過

程
の
最
初
か
ら
、市
町
村
や
消
防

本
部
な
ど
の
意
見
を
聞
く
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

土森　正一
（自由民主党）

下村　勝幸
（自由民主党）

上治　堂司
（自由民主党）

細木　 良
（日本共産党）

武石　利彦
（一燈立志の会）

坂本　茂雄
（県民の会）

健
康
政
策
部
長
　
県
で
は
奨

学
貸
付
金
制
度
を
創
設
し
、助
産
師

の
増
加
に
努
め
て
き
た
が
、周
産
期
医

療
の
現
状
を
踏
ま
え
る
と
、更
な
る
活

躍
の
場
の
拡
大
が
必
要
だ
。

特
に
院
内
助
産
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を

図
る
べ
く
、県
立
あ
き
総
合
病
院
で
具

体
的
な
検
討
に
着
手
し
た
と
こ
ろ

だ
。今

後
は
さ
ら
に
、子
育
て
世
代

を
包
括
的
に
支
援
す
る
幅
広
い
活

躍
が
期
待
さ
れ
る
助
産
師
の
活
躍

の
場
を
関
係
機
関
と
連
携
し
て
拡

充
し
て
い
く
。

流
域
治
水　

気
候
変
動
に
よ
る
水
災
害
リ

ス
ク
の
増
大
に
備
え
、こ
れ
ま
で
の
河
川
、下

水
道
、砂
防
、海
岸
等
の
各
管
理
者
が
行
う

治
水
対
策
に
加
え
、氾
濫
域
も
含
め
て
一つ

の
流
域
と
捉
え
て
、流
域
の
関
係
者
全
員
が

協
働
し
て
総
合
的
か
つ
多
層
的
な
対
策
に

取
り
組
む
。

答

土
木
部
長
　
雨
水
貯
留
浸

透
施
設
は
浸
水
被
害
の
軽
減
に
効

果
的
で
あ
り
、校
庭
貯
留
施
設
を

高
知
市
内
に
３
か
所
整
備
し
て
い

る
。ま
た
、土
佐
市
や
い
の
町
は
、住

宅
へ
の
雨
水
貯
留
タ
ン
ク
等
の
設
置

補
助
制
度
を
設
け
て
い
る
。

住
宅
等
で
の
整
備
促
進
に
は
、

施
設
管
理
者
や
住
民
の
理
解
の
促

進
が
重
要
な
た
め
、市
町
村
と
連

携
し
て
取
り
組
む
。

津野山古式神楽 恵比寿



̶4̶

☟

５ページ上段に続く

答

農
業
振
興
部
長
　
当
該
補
助

金
は
、こ
れ
ま
で
も
資
材
価
格
の
動

向
等
に
対
応
し
て
順
次
補
助
限
度

額
を
引
き
上
げ
て
き
て
お
り
、今
後

も
同
様
に
、農
家
の
負
担
軽
減
策
を

検
討
し
て
い
く
。

ま
た
農
業
用
機
械
は
、農
家
の
負

担
軽
減
に
向
け
国
補
助
を
活
用
で

き
る
よ
う
に
、事
業
計
画
の
作
成
支

援
な
ど
を
行
って
い
く
。

県
立
安
芸
中
学
校
・高
等
学
校

の
通
学
路
の
安
全
対
策

答

教
育
長
　
10
月
末
に
開
催
す

る
安
芸
市
通
学
路
安
全
対
策
協
議

会
で
、市
や
警
察
、道
路
管
理
者
等
の

関
係
機
関
に
状
況
報
告
し
、ハ
ー
ド
面

の
対
応
を
要
請
す
る
。

あ
わ
せ
て
、生
徒
へ
の
交
通
安
全
指

導
や
教
員
が
危
険
箇
所
で
注
意
を
促

す
活
動
を
継
続
す
る
な
ど
、通
学
路

の
安
全
確
保
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問

安
芸
中・高
校
が
開
校
し
て

6
か
月
も
経
つ
が
、通
学
路
の
交

通
安
全
確
保
策
が
ほ
と
ん
ど
さ
れ

て
い
な
い
。ま
た
、暗
い
場
所
も
あ

り
防
犯
上
の
心
配
も
あ
る
。

い
つ
ま
で
に
対
処
す
る
の
か
。

猫
の
不
妊・去
勢
手
術

推
進
事
業
の
改
善

答

健
康
政
策
部
長
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
か
ら
は
申
請
手
続
の
煩
雑
さ
、市

町
村
か
ら
は
キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
の
課

題
、地
域
単
位
の
Ｔ
Ｎ
Ｒ
活
動
へ
の

支
援
充
実
等
の
意
見
が
あ
る
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、今
後
市
町

村
が
行
う
地
域
単
位
の
Ｔ
Ｎ
Ｒ
活

動
を
主
眼
と
し
た
使
い
勝
手
の
よ

い
補
助
制
度
を
検
討
し
て
い
く
。

ま
た
、地
域
猫
活
動
に
理
解
を

深
め
る
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
開
催
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
支
援
な
ど
も
対
象

と
す
る
よ
う
検
討
し
た
い
。

問

事
業
の
使
い
勝
手
が
悪
い
と

い
う
意
見
を
受
け
て
改
善
を
検
討

さ
れ
る
と
の
こ
と
だ
が
、さ
ら
に
、

よ
り
使
い
や
す
く
な
る
よ
う
な
改

善
を
求
め
た
い
。所
見
を
聞
く
。

答

危
機
管
理
部
長
　
市
町
村
の

住
家
被
害
調
査
の
マ
ニュ
ア
ル
は
、現

時
点
で
高
知
市
、土
佐
清
水
市
、四

万
十
市
、四
万
十
町
の
４
市
町
で
策

定
さ
れ
て
い
る
。

マ
ニュ
ア
ル
は
、大
規
模
災
害
時
の

作
業
の
効
率
化
、迅
速
化
、適
切
化

等
に
対
し
て
有
効
だ
。市
町
村
が
マ

ニュ
ア
ル
を
策
定
す
る
場
合
に
、国
指

針
の
不
明
な
点
の
確
認
な
ど
必
要

に
応
じ
て
技
術
的
な
助
言
を
行
い
、

し
っ
か
り
と
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
。

答

産
業
振
興
推
進
部
長
　
本
年

度
か
ら
中
山
間
地
域
で
の
起
業
支
援

を
強
化
し
、ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
中
山
間
地

域
資
源
の
活
用
を
目
的
と
し
た
連
続

講
座
を
開
始
し
、６
件
の
ア
イ
デ
ア
の

事
業
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

ま
た
、補
助
制
度
は
中
山
間
地
域

で
の
起
業
の
評
価
基
準
を
緩
和
す
る

な
ど
よ
り
活
用
し
や
す
く
改
正
し
、

移
住
者
の
中
山
間
地
域
で
の
起
業
を

後
押
し
す
る
た
め
の
相
談
窓
口
を
移

住
支
援
団
体
と
連
携
し
て
設
け
た
。

取
組
を
通
じ
て
中
山
間
地
域
で
の

起
業
を
促
進
し
、地
域
の
活
性
化
に

つ
な
げ
て
い
く
。

中
山
間
地
域
の

高
等
学
校
の
魅
力
化

答

教
育
長
　
高
校
の
魅
力
化
に

は
、ま
ず
地
域
の
思
い
や
生
徒
の
ニ
ー

ズ
を
把
握
し
、特
色
あ
る
資
源
を
活

用
し
た
学
び
を
展
開
す
る
こ
と
、ま

た
、市
町
村
や
地
域
と
の
協
働
体
制

の
構
築
も
重
要
だ
。豊
か
な
自
然
環

境
を
活
用
し
た
学
習
や
部
活
動
な
ど

を
ア
ピ
ー
ル
し
て
、県
内
外
か
ら
入
学

者
を
確
保
し
て
い
る
学
校
も
あ
る
。

こ
れ
ら
の
事
例
も
参
考
に
、学
校
、

市
町
村
、地
域
と
協
議
を
重
ね
、高

校
の
魅
力
化
を
図
っ
て
い
く
。

問

郡
部
の
県
立
高
校
の
多
く

は
、定
員
割
れ
し
て
全
校
生
徒
が

1
0
0
人
を
切
る
事
態
だ
。

中
山
間
地
域
の
定
員
割
れ
を
起

こ
し
て
い
る
高
校
の
魅
力
化
を
図

る
今
後
の
さ
ら
な
る
取
組
を
聞
く
。

問

物
価
高
騰
で
園
芸
ハ
ウ
ス

整
備
事
業
の
対
象
限
度
額
と
実

際
の
事
業
額
の
乖
離
が
大
き
く

な
っ
て
き
た
。い
よ
い
よ
補
助
対

象
限
度
額
を
増
額
す
べ
き
限
界

に
き
た
。他
の
農
業
機
械
な
ど
の

補
助
金
も
農
家
負
担
額
が
増

え
、新
規
就
農
者
の
中
に
は
支

払
い
困
難
者
も
増
え
て
い
る
。

国
が
イ
ン
フ
レ
を
認
識
し
て

い
る
な
ら
、新
規
、中
古
の
ハ
ウ

ス
や
農
業
機
械
の
補
助
対
象
限

度
額
の
増
額
な
ど
で
農
家
負
担

を
少
な
く
で
き
な
い
か
。 樋口　秀洋

（自由の風）

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

物
価
高
騰
を
踏
ま
え
た

農
家
の
負
担
軽
減
策

答

知
事
　
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手

た
ち
の
活
躍
は
、県
民
に
勇
気
と

感
動
を
与
え
、共
生
社
会
実
現
へ

の
機
運
を
高
め
た
。こ
の
高
ま
り
を

継
続
的
か
つ
全
県
的
な
取
組
と
し

て
定
着
、発
展
さ
せ
た
い
。

講
演
や
啓
発
動
画
出
演
、県
の

審
議
会
委
員
等
へ
の
就
任
、パ
ラ
ス

ポ
ー
ツ
体
験
会
で
の
指
導
な
ど
の

依
頼
が
考
え
ら
れ
る
。選
手
と
県

を
つ
な
ぐ
窓
口
を
設
置
し
て
、幅
広

い
分
野
で
協
力
し
、共
生
社
会
へ
の

理
解
促
進
、実
現
を
目
指
す
。

交
通
公
園
Ｓ
Ｌ

お
召
し
列
車
の
保
存
活
用

答

知
事
　
申
告
ど
お
り
の
農
地
転

用
後
の
用
途
変
更
は
違
法
と
ま
で
言
え

な
い
。な
お
、指
導
要
綱
は
行
政
指
導
で

あ
り
、従
わ
な
い
こ
と
を
理
由
に
補
助

金
返
還
を
命
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

ま
た
、補
助
金
は
、経
済
対
策
と
し
て

設
備
投
資
を
行
う
目
的
が
達
せ
ら
れ
て

お
り
、検
証
作
業
の
必
要
は
認
め
ら
れ

な
い
。

問

高
知
市
比
島
の
交
通
公
園
の

Ｓ
Ｌ
機
関
車
が
、実
は
お
召
し
列
車

だ
っ
た
と
判
明
し
、高
知
市
も
観
光
資

源
と
し
て
活
用
し
た
い
と
の
こ
と
だ

が
、劣
化
が
進
ん
で
い
る
状
況
だ
。

県
で
保
存
活
用
で
き
な
い
か
。

答

林
業
振
興
・
環
境
部
長
　
事

業
者
は
指
導
要
綱
に
基
づ
き
事
前

協
議
書
を
提
出
し
、住
民
説
明
を
行

い
、同
意
を
得
る
努
力
を
し
て
い
る
。

ま
た
、県
の
指
導
に
よ
り
、対
象

住
民
以
外
の
住
民
へ
の
説
明
会
や

現
地
見
学
会
を
開
催
し
て
お
り
、

必
ず
し
も
指
導
要
綱
や
県
の
指
導

が
軽
視
さ
れ
て
い
る
と
の
認
識
は

し
て
い
な
い
。

高
知
県
新
事
業
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援

事
業
費
補
助
金
の
支
出
の
検
証

問

土
佐
市
長
は
、中
間
処
理
施

設
の
農
地
除
外
に
関
し
警
察
か
ら

捜
査
依
頼
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ

た
と
述
べ
て
い
る
。

県
の
指
導
要
綱
も
遵
守
で
き
て

い
な
い
な
ど
一
連
の
経
過
や
実
態

に
つ
い
て
、補
助
金
交
付
要
領
の

交
付
決
定
取
消
要
件
に
照
ら
し
て

検
証
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答

知
事
　
交
通
安
全
こ
ど
も

セ
ン
タ
ー
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
長
年

県
民
に
親
し
ま
れ
る
機
関
車
が
、

お
召
し
列
車
を
牽
引
し
た
こ
と
が

分
か
り
、新
た
な
魅
力
と
な
っ
た
。

子
供
た
ち
の
安
全
に
配
慮
し
な

が
ら
老
朽
化
が
進
む
機
関
車
と
案

内
板
を
補
修
し
、案
内
板
は
機
関

車
の
歴
史
を
盛
り
込
ん
だ
内
容
に

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
、県
民
へ
Ｐ
Ｒ
し

た
い
。

答

知
事
　
県
の
補
助
率
４
分
の

１
か
つ
上
限
額
に
つ
い
て
の
問
題
意

識
は
持
っ
て
お
り
、そ
の
あ
り
方
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

中
山
間
地
域
活
性
化
を

図
る
起
業
支
援
の
強
化

問

中
山
間
地
域
の
特
徴
を
生

か
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出
は
、地

域
の
活
性
化
に
も
重
要
だ
。

起
業
家
を
育
て
な
が
ら
地
域

活
性
化
を
図
っ
て
い
く
支
援
を

さ
ら
に
進
め
て
は
ど
う
か
。 桑鶴　太朗

（自由民主党）

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

土
佐
市
中
間
処
理
施
設
整
備
に
関
す
る

県
産
廃
処
理
指
導
要
綱
の
軽
視

問

当
該
施
設
は
、高
知
県
産

業
廃
棄
物
処
理
指
導
要
綱
に
定

め
る
住
民
合
意
が
得
ら
れ
て
い

な
い
。県
は
、指
導
要
綱
に
反
し

て
い
る
の
に
違
法
で
は
な
い
か

ら
と
業
許
可
を
出
し
、補
助
金
も

認
め
て
い
る
。

事
業
者
が
指
導
要
綱
は
関
係

な
い
と
言
っ
て
軽
視
し
て
い
る
状

況
を
、ど
う
認
識
し
て
い
る
の

か
。

はた　 愛
（日本共産党）

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
契
機
と
し
た

共
生
社
会
の
実
現

問

先
の
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、選

手
の
活
躍
に
感
動
す
る
と
と
も
に
、社

会
貢
献
、地
域
貢
献
に
対
す
る
意
識
の

高
さ
に
驚
い
た
。

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
推
進
や

学
校
教
育
と
連
携
し
た
パ
ラ
ス
ポ
ー

ツ
の
体
験
な
ど
、パ
ラ
リ
ン
ピ
ア
ン
と

の
協
働
を
深
め
た
共
生
社
会
づ
く
り

の
取
組
を
検
討
で
き
な
い
か
。 大石 　宗

（一燈立志の会）

答

知
事
　
周
産
期
医
療
は
、安

心
・
安
全
な
出
産
、持
続
可
能
な
体

制
、医
療
従
事
者
が
働
き
や
す
い
環

境
の
３
点
が
必
要
と
考
え
、当
面
は

中
央
、安
芸
、幡
多
の
３
保
健
医
療

圏
の
分
娩
体
制
確
保
対
策
を
行
う
。

令
和
８
年
4
月
に
県
立
あ
き
総
合

病
院
に
院
内
助
産
シ
ス
テ
ム
を
構
築

し
、次
に
こ
う
の
と
り
セ
ン
タ
ー
の
よ

う
な
大
規
模
分
娩
施
設
の
検
討
も

行
う
。

医
師
や
助
産
師
等
の
医
療
従
事

者
の
意
見
を
聞
き
つ
つ
、年
内
に
ロ
ー

ド
マッ
プ
を
示
し
た
い
。

県
内
で
無
痛
分
娩
が
で
き
る

体
制
の
構
築

問

本
県
は
、全
国
で
唯
一
無

痛
分
娩
が
実
施
さ
れ
て
い
な
い
。

母
体
を
守
り
、少
子
化
対
策
に
も

一
定
の
効
果
が
期
待
で
き
る
無

痛
分
娩
の
体
制
を
整
え
ら
れ
な

い
か
。

答

知
事
　
Ｗ
Ｈ
Ｏ（
世
界
保
健

機
関
）は
、健
康
な
妊
婦
が
希
望
す

る
場
合
は
無
痛
分
娩
を
推
奨
し
て

い
る
が
、本
県
は
、産
婦
人
科
医
や

専
門
の
麻
酔
科
医
の
不
足
等
に
よ

り
、実
施
体
制
が
整
っ
て
い
な
い
。

妊
婦
の
選
択
肢
を
増
や
す
た
め
、

体
制
構
築
に
向
け
て
ま
ず
は
高
知

大
学
な
ど
関
係
機
関
と
検
討
を
開

始
す
る
。

久保　博道
（自由民主党）

答

知
事
　
メ
ジ
カ
が
生
食
可
能

と
な
れ
ば
、土
佐
清
水
市
の
新
た
な

地
域
資
源
と
し
て
、観
光
面
等
へ
の

波
及
効
果
も
期
待
で
き
る
。地
域
活

性
化
の
起
爆
材
と
し
て
、こ
の
プ
ロ
ジェ

ク
ト
へ
参
画
し
、地
元
の
取
組
を
後

押
し
し
て
実
現
さ
せ
た
い
。

危
険
な
空
き
家
撤
去
の
行
政

代
執
行
に
伴
う
県
の
費
用
負
担

問

空
き
家
に
関
す
る
住
民
ト

ラ
ブ
ル
や
危
機
管
理
問
題
へ
の
対

応
に
市
町
村
が
苦
慮
し
て
い
る
。

国
の
法
改
正
に
よ
り
、相
続
放
棄

や
所
有
者
不
明
の
空
き
家
の
管

理
や
処
分
は
促
進
さ
れ
る
が
、行

政
代
執
行
の
場
合
、除
却
費
用
負

担
は
国
２
分
の
１
、県
は
上
限
41

万
8
千
円
で
残
り
は
市
町
村
と

な
る
。

危
険
な
空
き
家
の
撤
去
に
は
、

空
き
家
法
に
基
づ
き
、県
も
応
分

の
助
成
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

親
メ
ジ
カ
の

生
食
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

問

土
佐
清
水
市
で
は
、清
水
サ

バ
の
漁
獲
減
を
受
け
、メ
ジ
カ
生

食
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち

上
げ
よ
う
と
し
て
い
る
。

親
メ
ジ
カ
の
生
食
は
タ
ブ
ー

と
さ
れ
て
い
た
が
、高
鮮
度
で
処

理
す
る
こ
と
で
脂
が
乗
り
カ
ツ
オ

に
匹
敵
す
る
旨
味
、甘
み
と
モ
チ

モ
チ
食
感
が
味
わ
え
る
。高
知
な

ら
で
は
の
食
材
と
し
て
、水
産
振

興
の
み
な
ら
ず
観
光
や
産
業
振

興
に
も
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
が
期

待
で
き
る
が
、見
解
を
聞
く
。 橋本　敏男

（県民の会）

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

周
産
期
医
療
体
制
の

将
来
像

問

高
知
県
医
師
会
が
、安
全

で
安
心
し
て
出
産
で
き
る
体
制

に
向
け
、（
仮
称
）こ
う
の
と
り
セ

ン
タ
ー
の
創
設
な
ど
を
提
言
し
、

県
は
年
内
に
周
産
期
医
療
体
制

の
将
来
像
に
向
け
た
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
を
示
す
と
し
た
。そ
の
具
体
的

な
将
来
像
を
聞
く
。

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

問

罹
災
証
明
書
の
根
拠
と
な

る
住
家
被
害
の
認
定
が
実
際
の

被
害
状
況
と
見
合
わ
ず
、被
災

者
の
生
活
再
建
を
遅
ら
せ
る
要

因
と
な
っ
て
い
る
。

市
町
村
の
住
家
被
害
調
査
に

係
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
策
定
の
進
捗
状

況
と
支
援
を
聞
く
。

市
町
村
の
住
家
被
害

認
定
調
査
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
策
定

西森　美和
（公明党）



̶5̶

９月定例会 主な審議の結果

※各議員の賛否の状況は、
　　　県議会のホームページでご確認いただけます。

●可決された議案（33議案）　※同意を含む
知事提出議案（27議案）
予算議案（６議案）
・令和６年度高知県一般会計補正予算 ほか ５議案
条例議案（14議案）
・高知県特定都市河川浸水被害対策法施行条例議案 ほか 13議案
人事議案（１議案）
・高知県公害審査会の委員の任命についての同意議案
その他議案（６議案）
・県有財産（教学機器）の取得に関する議案 ほか ５議案
議員提出議案（６議案）
議員派遣議案（２議案）
・議員を派遣することについて議会の決定を求める議案 ほか １議案
意見書議案（４議案）
・自動運転移動サービス等の社会実装に向けた環境整備を求める意見書議案
・地方財政の充実・強化に関する意見書議案
・慢性閉塞性肺疾患（ＣＯＰＤ）の潜在的な患者に対する適切な対応を求める意見書
議案

・ひきこもり支援基本法の制定を求める意見書議案
●継続審査とされた議案
知事提出議案（25議案）
決算議案（23議案）
・令和５年度高知県一般会計歳入歳出決算 ほか 22議案
その他議案（２議案）
・令和５年度高知県電気事業会計未処分利益剰余金の処分に関する議案 ほか １
議案

●否決された議案（２議案）
議員提出議案（２議案）
意見書議案（２議案）
・「刑事訴訟法の再審規定（再審法）」の改正を求める意見書議案
・現行の健康保険証の存続を求める意見書議案

●否決された修正案（１議案）
・令和６年度高知県一般会計補正予算に対する修正案

答

観
光
振
興
ス
ポ
ー
ツ
部
長
　

演
舞
場
は
賞
の
審
査
対
象
外
の
た
め
、

回
る
チ
ー
ム
が
少
な
い
現
状
が
あ
る
。

ま
ず
は
、祭
り
前
の
チ
ー
ム
代
表

者
説
明
会
で
、各
演
舞
場
の
特
徴
や

工
夫
を
Ｐ
Ｒ
す
る
な
ど
、う
ま
く
活

用
し
て
も
ら
い
た
い
。演
舞
場
の
減
少

は
祭
り
の
縮
小
に
つ
な
が
る
の
で
、よ

さ
こ
い
祭
り
振
興
会
か
ら
、各
チ
ー
ム

に
呼
び
か
け
て
も
ら
う
ほ
か
、県
も
共

に
有
効
な
方
策
を
検
討
し
た
い
。

よ
さ
こ
い
祭
り
の
演
舞
場
に

踊
り
に
来
る
仕
組
み
づ
く
り

問

演
舞
場
に
回
っ
て
く
る
チ
ー

ム
が
少
な
く
、今
後
企
業
や
地
元

の
協
力
が
得
ら
れ
な
く
な
る
か
も

し
れ
な
い
危
機
的
状
況
だ
。

演
舞
場
を
賞
レ
ー
ス
の
ポ
イ

ン
ト
に
加
算
す
る
な
ど
、各
チ
ー

ム
が
演
舞
場
に
も
踊
り
に
来
る

仕
組
み
の
検
討
を
で
き
な
い
か
。

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

答

知
事
　
消
防
広
域
化
に
向

け
、年
内
に
広
域
化
の
主
旨
や
新

組
織
の
骨
格
、移
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

等
の
基
本
構
想
の
骨
子
案
を
公
表

す
る
。市
町
村
や
消
防
本
部
の
ほ

か
、担
当
者
会
等
の
様
々
な
機
会

を
通
じ
て
消
防
職
員
、消
防
団
員

を
含
む
関
係
者
の
意
見
も
聞
き
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
手
法
で
、広

く
県
民
の
意
見
も
募
る
。

年
度
内
に
県
の
基
本
構
想
を
ま

と
め
、新
年
度
に
有
識
者
も
含
め

た
検
討
組
織
を
設
置
し
、具
体
化

に
向
け
た
議
論
を
進
め
て
い
く
。

答

知
事
　
近
年
、若
者
中
心
に
ス

ポ
ー
ツ
観
戦
の
人
気
が
高
く
な
り
、県

民
体
育
館
の
再
整
備
に
向
け
た
検
討

会
で
も
屋
内
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
が
開
催
可

能
な
機
能
整
備
へ
の
意
見
が
あ
る
。

ま
ず
は
、県
と
連
携
協
定
し
て
い

る
企
業
等
を
通
じ
て
、プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ

選
手
の
合
宿
や
県
民
向
け
ス
ポ
ー
ツ

教
室
な
ど
の
働
き
か
け
を
行
い
、プ
ロ

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
地
域
経
済
の
活

性
化
、観
光
振
興
の
取
組
も
強
化
し

て
い
く
。

消
防
広
域
化
の
議
論
の

進
め
方

問

東
西
に
広
い
本
県
で
、消
防
の

県
域
化
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
、直
接
携

わ
る
消
防
職
員
、団
員
等
の
意
見
を
聞

く
な
ど
、丁
寧
な
議
論
が
重
要
だ
。

今
後
の
市
町
村
、消
防
本
部
と
の

議
論
の
進
め
方
を
聞
く
。

答

産
業
振
興
推
進
部
長
　
県
内

公
立
大
学
の
学
生
は
、少
子
高
齢
化

等
本
県
の
実
情
を
肌
で
感
じ
て
学
ん

で
お
り
、本
県
の
産
業
の
中
で
活
躍
し

て
も
ら
い
た
い
。ま
た
、本
県
の
各
産

業
分
野
で
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
具
現
化

す
る
原
動
力
と
し
て
期
待
し
て
い
る
。

計
画
見
直
し
の
際
は
、人
材
起
点

型
戦
略
で
の
位
置
付
け
を
よ
り
明
確

化
す
る
こ
と
を
検
討
し
た
い
。

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
の
誘
致

問

現
在
、県
民
体
育
館
の
再
整

備
の
検
討
が
さ
れ
て
い
る
が
、プ
ロ

ス
ポ
ー
ツ
を
開
催
で
き
れ
ば
観
光

含
め
地
域
の
活
性
化
が
見
込
め
る
。

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
誘
致
に
よ
る
振

興
策
の
所
見
を
聞
く
。

人
口
減
少
対
策
に
お
け
る

県
と
公
立
大
学
の
連
携

答

知
事
　
ま
ず
は
、両
大
学
の
学

長
と
人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て
の
意
見

交
換
の
場
を
つ
く
り
、県
の
考
え
方
や

取
組
状
況
等
を
共
有
し
、大
学
側
の

考
え
方
等
を
伺
い
た
い
。

そ
の
上
で
、大
学
に
お
け
る
地
元
高

校
生
の
進
学
促
進
と
地
元
で
活
躍
で

き
る
人
材
育
成
と
い
う
両
面
の
対
策

が
、県
の
人
口
減
少
対
策
と
連
動
し
、

さ
ら
に
成
果
が
上
が
る
よ
う
に
定
期

的
な
協
議
、検
証
す
る
場
を
設
け
た
い
。

問

人
口
減
少
対
策
に
県
や
市
町

村
、企
業
や
団
体
な
ど
総
力
戦
で

取
り
組
む
中
、県
内
公
立
大
学
と

ベ
ク
ト
ル
を
合
わ
せ
、よ
り
具
体
的

な
対
策
を
講
じ
て
い
く
べ
き
だ
が
、

ど
う
連
携
を
図
っ
て
い
く
の
か
。

問

第
５
期
産
業
振
興
計
画
で

は
、計
画
を
支
え
る
人
材
を
育
成
確

保
し
、県
内
産
業
の
活
性
化
や
新
産

業
の
創
出
を
図
る
た
め
、人
材
起
点

型
戦
略
に
取
り
組
む
と
し
て
い
る
。

県
内
公
立
大
学
卒
業
生
の
県
内

で
の
活
躍
は
、産
業
振
興
と
い
う
経

済
面
、若
者
の
定
着
、増
加
と
い
う

両
面
で
重
要
で
あ
り
、人
材
起
点
型

戦
略
の
重
要
度
を
上
げ
て
取
り
組

む
べ
き
で
は
な
い
か
。

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

県
内
大
学
卒
業
生
に
よ
る

産
業
振
興
と
人
材
起
点
型
戦
略

答

知
事
　
結
婚
・
出
産
を
希
望

す
る
若
者
の
後
押
し
と
し
て
、既
婚

者
の
声
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
配
信
や
セ
ミ
ナ
ー
で

の
支
援
策
紹
介
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

今
後
は
、タ
ー
ゲ
ッ
ト
ご
と
の
結

婚
・
育
児
へ
の
懸
念
の
解
消
に
向
け
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
発
信
の
検
討
な
ど
、結
婚

や
子
育
て
の
喜
び
を
よ
り
効
果
的
に

Ｐ
Ｒ
す
る
展
開
を
考
え
る
。

小
規
模
事
業
者
の
事
業

継
続
計
画（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）策
定

答

商
工
労
働
部
長
　
小
規
模
事
業

者
で
あ
っ
て
も
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
容
易
に
策
定
で

き
、か
つ
実
効
性
が
確
保
さ
れ
る
も
の
と

し
て
、国
が
制
度
化
し
て
い
る
事
業
継
続

力
強
化
計
画
の
策
定
支
援
を
商
工
会

等
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
。

ま
た
、超
簡
易
版
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
シ
ー

ト
や
従
業
員
向
け
携
帯
カ
ー
ド
の
活
用

は
、事
業
者
の
策
定
に
向
け
た
第
一
歩

と
し
て
有
効
と
思
わ
れ
る
の
で
、周
知
し

て
促
進
し
て
い
く
。

問

小
規
模
事
業
者
に
は
、南
海

ト
ラ
フ
地
震
等
に
備
え
る
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の

策
定
が
難
し
い
と
聞
く
。

事
業
者
が
従
業
員
の
命
を
守
る

取
組
が
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
第
一
歩
と
い
う
考

え
方
を
盛
り
込
ん
だ
超
簡
易
版
Ｂ

Ｃ
Ｐ
策
定
シ
ー
ト
や
従
業
員
向
け

携
帯
カ
ー
ド
等
、簡
易
な
Ｐ
Ｒ
ツ
ー

ル
の
作
成
も
有
効
で
は
な
い
か
。

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

結
婚・出
産・育
児
の

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
イ
メ
ー
ジ
の
発
信

問

イ
ス
ラ
エ
ル
で
は
宗
教
等
の

背
景
か
ら
育
児
を
人
生
最
大
の
喜

び
と
考
え
る
文
化
が
あ
り
、女
性
高

学
歴
化
の
中
で
も
出
生
率
が
高
い
。

結
婚・出
産
を
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
見

る
傾
向
が
あ
る
日
本
の
若
者
、社
会

に
、結
婚・出
産
を
幸
福
の
源
泉
と

捉
え
る
価
値
観
を
積
極
的
に
発
信

し
て
は
ど
う
か
。

答

観
光
振
興
ス
ポ
ー
ツ
部
長
　

観
光
列
車
は
、地
域
と
の
協
力
が

重
要
で
あ
り
、乗
務
員
不
足
等
の

課
題
も
多
く
、Ｊ
Ｒ
四
国
や
沿
線

市
町
と
の
慎
重
な
検
討
が
必
要
だ
。

ま
た
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
客
は
、伸

び
し
ろ
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

旅
行
商
品
の
情
報
発
信
や
海
外

旅
行
会
社
へ
の
提
案
な
ど
利
用
促

進
に
努
め
る
。

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

答

観
光
振
興
ス
ポ
ー
ツ
部
長
　

よ
さ
こ
い
祭
り
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
、本

県
観
光
に
も
寄
与
す
る
た
め
、世
界

各
地
で
活
動
す
る
よ
さ
こ
い
ア
ン
バ
サ

ダ
ー
を
認
定
し
、普
及
に
努
め
て
き
た
。

世
界
大
会
の
開
催
に
は
、海
外

チ
ー
ム
の
状
況
や
課
題
の
把
握
、新

チ
ー
ム
増
加
の
取
組
な
ど
が
必
要
だ
。

開
催
時
期
や
規
模
等
、具
体
的
な
計

画
を
関
係
者
と
協
議
し
て
い
く
。

よ
さ
こ
い
世
界
大
会
の
開
催

問

大
阪
・
関
西
万
博
で
、今
や

国
内
外
で
踊
ら
れ
る
世
界
的
な

イ
ベ
ン
ト
に
成
長
し
た
よ
さ
こ
い

が
披
露
さ
れ
る
。再
び
世
界
に
発

信
す
る
絶
好
の
機
会
だ
。

万
博
終
了
後
に
、よ
さ
こ
い
世

界
大
会
を
本
場
高
知
で
開
催
し
、

さ
ら
な
る
拡
散
と
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

観
光
に
結
び
つ
け
て
は
ど
う
か
。

上田 貢太郎
（自由民主党）

田中　 徹
（自由民主党）

横山　文人
（自由民主党）

西内　隆純
（自由民主党）

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

答

知
事
　
本
県
の
林
業
、木
材

産
業
は
基
幹
産
業
の
一
角
で
あ
り
、

木
造
の
非
住
宅
建
築
や
中
高
層
建

築
を
環
境
不
動
産
と
し
て
優
遇
す

る
制
度
の
創
設
な
ど
、木
材
利
用

を
加
速
化
し
て
き
た
。

ま
た
、最
近
、都
市
部
で
木
造
建

築
が
増
え
つ
つ
あ
り
、環
境
に
配
慮

し
た
森
林
由
来
と
い
う
新
た
な
価

値
を
加
え
た
県
産
材
の
認
証
制
度

も
検
討
す
る
な
ど
、林
業
振
興
を

進
め
、若
者
が
働
く
活
力
あ
る
中

山
間
地
域
を
取
り
戻
し
た
い
。

Ｊ
Ｒ
予
土
線
の
観
光
利
用

の
促
進

問

Ｊ
Ｒ
予
土
線
は
、ト
ロ
ッ
コ
列

車
や
新
幹
線
型
列
車
の
運
行
な
ど
観

光
振
興
で
利
用
を
促
進
し
て
い
る
。

外
国
人
記
者
か
ら
も
絶
賛
さ
れ

る
景
観
で
高
知
駅
か
ら
直
通
で
乗
り

入
れ
ら
れ
る
予
土
線
を
、観
光
列
車

の
運
行
な
ど
今
以
上
に
観
光
資
源
と

し
て
利
用
を
促
進
す
べ
き
で
は
な
い

か
。 日

本
一
の
森
林
県
に

ふ
さ
わ
し
い
積
極
的
な
取
組

問

県
産
材
活
用
に
関
す
る
住

宅
へ
の
補
助
や
啓
発
事
業
の
県

予
算
が
減
額
さ
れ
て
き
て
い
る
。

中
山
間
地
域
で
若
者
が
住
み

続
け
る
た
め
に
、木
材
の
地
産
地

消
と
地
産
外
商
に
積
極
的
に
取

り
組
み
、仕
事
を
創
出
す
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

岡本　和也
（日本共産党）
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商工農林水産委員会 産業振興土木委員会

委員長報告　要旨委員長報告　要旨

９月４日

四国カルスト県立自然公園等の視察

10月４日、９日（９月定例会中）

付託された３件の議案を審査し、いずれも原案どおり可決

意見書案１件を審査

商工農林水産委員会の動き
９月４日～５日
富山県、大阪府において、所管事項の調査を行う
主な調査事項
・黒部峡谷鉄道の集客の取組等について（黒部峡谷鉄道株式会社）
・業務概要調査について（高知県大阪事務所）
・高知県関西あんてなショップ「ＳＵＰＥＲ ＬＯＣＡＬ ＳＨＯＰ とさとさ」の視察
及び業務概要調査について
（高知県関西あんてなショップ「ＳＵＰＥＲ ＬＯＣＡＬ ＳＨＯＰ とさとさ」）

10月４日、９日（９月定例会中）
付託された９件の議案を審査し、いずれも原案どおり可決

産業振興土木委員会の動き

■高知中央産業団地の分譲状況について
執行部から、昨年12月から分譲公募を開始して、立地企業選定委員会において
審査を行い、３月下旬に分譲先を決定した。全６区画のうち５区画を分譲し、残り１区
画は現在契約手続き中であると説明があった。
委員から、どの程度の雇用が生じるのかと質疑があった。
それに対し執行部からは、企業の現段階の計画では、新たに190人程度の雇用を
見込んでいると答弁があった。
さらに委員から、今後の産業団地の開発計画はどのように進んでいるのかと質疑
があった。
それに対し執行部からは、現在、南国市と香美市で行っている条件調査が今年度
中に終了するので、その結果を踏まえて、県と市で判断すると答弁があった。

■畜産防災対策推進事業費補助金について
執行部から、本年１月に発生した能登半島地震における畜産被害に鑑み、南海ト

ラフ巨大地震発生時の本県畜産被害を最小限に食い止めるため、家畜の生命維持
及び畜産物の品質維持のために畜産農家が導入する非常用電源及び貯水タンク
などに係る経費を支援するものであると説明があった。
委員から、今回の補正予算でどの程度整備することを目指しているのかと質疑が

あった。
それに対し執行部からは、アンケート調査の結果、畜産農家の半数以上が貯水し

ておらず、６割以上が非常用電源を所有していないことが判明した。今回の補正予
算では、導入を希望する全ての畜産農家を支援したいと考えており、整備率は、貯水
タンクが55パーセント程度、非常用電源が50パーセント程度まで上がると思われると答
弁があった。

■新たな管理型産業廃棄物最終処分場の整備状況について
執行部から、施設本体南側斜面で地盤が緩い箇所が発生したため、対策工法の
見直しを行った。工事完成時期は遅延する見込みだが、開業準備期間の調整を図
り、施設供用開始は従前と同様に令和９年９月頃を目指すと報告があった。
委員から、工法を変えることについて地権者や周辺住民の方へ説明を行い、理解

を得るよう取り組んでいるかと質問があった。
それに対し執行部からは、今回の変更については、毎月佐川町の皆様に配布して
いるお知らせの中に記載し、また、11月頃に開催する住民説明会でも改めて説明した
いと答弁があった。

■連続テレビ小説「あんぱん」を生かした観光振興の取組案について
執行部から、どっぷり高知旅キャンペーンでは、国内外からの誘客、県
内各地への周遊を図り、物部川エリアでの観光博覧会では、エリア内の受
入れ環境整備、県内及び近隣県からの誘客を図ることとしている。このよ
うに役割分担し、連携して取り組むことで、「あんぱん」の効果をより大
きなものとしていくものであると説明があった。
委員から、「らんまん」のときにも、関連するエリアを中心としなが
ら、高知県全体の観光に生かしていきたいとの説明の中でスタートした
が、西の方面でいえば、佐川町あたりまでしか十分な効果が出ていなかっ
たように思う。今回の「あんぱん」では、物部川エリアでの観光博覧会を
開催することで、盛り上がる可能性は大変高いと思うが、「らんまん」の
際に、県内全体に効果が広がらなかったことを検証した上での取組内容
や、県内全市町村との連携などはどのような状況かと質疑があった。
執行部からは、「らんまん」のときと違い、どっぷり高知旅キャンペー
ンと、「あんぱん」との二本立てになっているところがポイントとなって
いる。やなせ氏ゆかりの地に加えて、映画や漫画などのコンテンツと親和
性が高いことから、映画のロケ地を絡めたＰＲや、ごめん・なはり線をは
じめとした、キャラクターのＰＲをすることで、県内全域への周遊を促進
する。そこに、どっぷり高知旅キャンペーンも絡めて長期滞在していただ
く形で、これまでの博覧会キャンペーンより厚みを持たせ、市町村とも対
話を重ねながら取組を進めていきたいと答弁があった。

関西あんてなショップ「SUPER LOCAL SHOP 
とさとさ」で説明を受ける委員

四国カルスト県立自然公園の探勝路を視
察する委員

津野山畜産公社を視察する委員
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９月３日～５日
北海道において、所管事項の調査を行う
主な調査事項
・東川町の教育と移住の取組について（東川町）
・北海道における地域の教育行政
の推進について
　（北海道教育庁空知教育局）
・部活動の地域移行に向けた地
域での取組について
　（一般社団法人岩見沢青年会議所）
・路面電車事業における上下分離
の導入等について
　（札幌市交通局）
・学科集合型の高等学校の先進的・特色ある教育活動について
　（北海道札幌国際情報高等学校）
・札幌市天文台の取組について（札幌市天文台）

10月４日、９日（９月定例会中）
付託された６件の議案を審査し、いずれも原案どおり可決
意見書案３件を審査

総務委員会の動き
10月４日、９日（９月定例会中）

付託された11件の議案を審査し、いずれも原案どおり可決

意見書案４件を審査

10月17日～18日

北海道において、所管事項の調査を行う

主な調査事項

・農福連携の取組について（社会福祉法人ゆうゆう）

・動物福祉や環境への配慮及び災害発生時の拠点としての取組について 

　（北海道立動物愛護センター）

・地域防災力向上への取組につ

いて（札幌市民防災センター）

・多様性の尊重や持続可能な社

会づくりに向けた美術館の取組

について

　（北海道立近代美術館）

危機管理文化厚生委員会の動き

総 務 委 員 会 危機管理文化厚生委員会

■ＵＩターンプロモーション事業委託料について
執行部から、人口減少対策の強化を図るため、本年度、県内外の若年女性を対象に

ヒアリング調査を行った結果、本県には希望する暮らしや仕事を実現できる場が少ない
というイメージが、県外転出やＵターン阻害の要因となっていることが明らかとなった。これ
に早急に対応するため、若者や女性の多様な価値観が尊重され、活躍できる高知県を
コンセプトとして、様 な々価値観に対応できる本県の強みや可能性を発信する新たな移
住プロモーションの展開に必要な予算を計上するものであると説明があった。
委員から、他県とは違う高知県の魅力をしっかり打ち出すことが大事だと思うがどうか

と質疑があった。
それに対し執行部からは、他県との違いを際立たせることが大切であり、そのために

は発信だけではなく、例えば「共働き・共育て」の原動力として男性育児休暇の取得向
上などが他県と比べて進んでいるといった、実態を早急につくっていけるよう取り組んで
いきたいと答弁があった。
別の委員から、安心して暮らせる、子育てができるといった基盤をしっかりとつくって、

高知の魅力が全国に伝わるよう発信をしてはどうかと質疑があった。
それに対し執行部からは、基盤づくりは移住していただくためには何よりも大事である。
希望にかなう仕事や、住まいの確保などは県や市町村での今後の取組強化が重要で
あり、その後押しができる形での発信をしていきたいと答弁があった。

■県立高等学校再編振興計画の次期計画について
執行部から、第三者委員による県立高等学校の在り方検討委員会を設置し、高等学

校の魅力化や、学校規模の在り方などについて検討をいただいており、その意見等を踏
まえて、次期計画を策定する。生徒の進路実現を図ることを使命としつつ、地域の状況
を踏まえ、学校規模に応じた学びに取り組んで行く。また、中山間地域等の学校について
は、生徒数を確保するための取組を強化し、学校と地元市町村が協議の上、目標達成
に向けたアクションプランを策定し、実行していくことを予定していると説明があった。
委員から、市町村と連携してアクションプランを策定していく中で、市町村に対する支

援はあるのかと質問があった。
それに対し執行部からは、特に、中山間地域の学校においては、地元市町村と連携、
協働し、ベクトルを合わせながら取り組んでいくことが重要である。例えば、学校説明会に
市町村職員に参加してもらったり、人口減少対策総合交付金の活用などにより、取組を
進めていただければと考えていると答弁があった。
別の委員から、県外から生徒を募集するのであれば、卒業後に県内に残ってもらえ

る、出口戦略のようなものが必要ではないかと質問があった。
それに対し執行部からは、県外からの生徒募集には、生徒数確保だけでなく、地元の
生徒との交流や、地域の活性化などの効果もある。出口戦略については、キャリア教育
や地域を知る活動、地元企業との協働などの取組も進めていきたいと答弁があった。

■男女共同参画推進事業費について

執行部から、固定的な性別役割分担意識の解消に向けた、県内向けプロモー

ションを展開するための経費であり、企業、地域や親世代、子育て世代のそれぞれ

ターゲットごとのテーマで動画を制作し、テレビＣＭやＳＮＳなどを活用し、意識啓発

を行うこととしていると説明があった。

委員から、今回のプロモーションを効果的、継続的に行っていく上で、子育て世代

の手前となる若者に対しての、プロモーションも重要ではないかと質疑があった。

それに対し執行部からは、総合企画部の県外向けの移住プロモーションとあわせ

て、若者や女性の方をターゲットにしたプロモーションを展開していくこととなっていると

答弁があった。

別の委員から、男性の育児休業取得について、会社の業態や規模によっては育

児休業が取得できない企業もあり、そういったところへは、どのようにアプローチしてい

くのかと質疑があった。

それに対し執行部からは、企業において、育児休業が取得しやすい環境を整えて

いくために、意識啓発をしながら、企業の休暇制度や環境整備などもあわせて行う必

要があるため、商工労働部と連携して取組を進めていきたいと答弁があった。

別の委員から、プロモーションを行うことによる高知県の目指す姿が、企業の経営

側にとってどのようなメリットがあるのか、しっかり説明を尽くす必要があるのではない

かと質疑があった。

それに対し執行部からは、「共働き・共育て」推進のこうち共同宣言を行った団体

に対して、県の各部局長が、男性の育児休業取得や、共働き・共育てを推進すること

のメリットなどを説明することで、調整しているところであると答弁があった。

複数の委員から、企業をターゲットにした動画イメージは、男性の育児休業取得だ

けに焦点を当てているが、職場内での女性の人権や、多様な価値観を尊重する意

識啓発も、あわせて取り組んでいかなければならないのではないかと質疑があった。

執行部からは、女性が、家庭内で家事・育児に携わる時間は、男性の３倍近くにな

るという調査結果から、家庭内での役割分担の見直しのきっかけとして、まずは男性

の育児休業取得を推進していくこととした。男女共同参画の視点では、現在意識調

査を行っており、調査結果も踏まえ、家庭や職場内での男女共同参画の取組につい

て検討していくと答弁があった。

札幌市民防災センターで説明を受ける委員

東川町役場で説明を受ける委員
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12月６日
11日

12日
13日
16日
17日
18日
20日

（金） 
（水）

（木） 
（金） 
（月）
（火）
（水） 
（金）

開　会 
質疑並びに
一般質問
　　〃
　　〃 
常任委員会
　　〃
　　〃
閉　会 

【中継】
【中継】

【中継】
【中継】

【中継】

12月定例会開催予定12月定例会開催予定12月定例会開催予定

　公職選挙法の規定により、選挙
区内の方々への年賀状は控えさせ
ていただきます。
　県民の皆様には、良いお年を迎
えられますようお祈り申し上げます。
　今後とも「県民の皆様とともに歩
む県議会」を目指し、県民の福祉の
向上と県勢発展のため全力を尽く
してまいります。

高知県議会議員一同

年末年始の
ごあいさつについて

　令和５年度の決算審査を行うため、
９月定例会において、決算特別委員会
を設置しました。１０月４日（金）に開かれ
た初めての委員会では、正副委員長の
互選を行いました。
　１０月２１日（月）から１１月２５日（月）に
かけて、公営企業会計、一般会計、特
別会計の決算審査を行いました。
　審査結果は、１２月定例会本会議で
報告されます。

【問い合わせ】議事課 議事記録班 ０８８－８２３－９５３４

※日程は変更になる場合があります。
※【中継】ＣＡＴＶ及びインターネットで
　生中継の予定です。三石　文隆

土森　正一
竹内　健造
桑鶴　太朗
下村　勝幸
畠中　拓馬
西森　美和
田所　裕介
細木　　良
岡田　芳秀

委 員 長
副委員長
委 　 員

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

自 由 民 主 党
自 由 民 主 党
自 由 民 主 党
自 由 民 主 党
自 由 民 主 党
一燈立志の会
公 明 党
県 民 の 会
日 本 共 産 党
日 本 共 産 党

議員定数問題等調査
特別委員会の動き

議会デジタル化検討小委員会の動き

中国・安徽省政府を表敬訪問中国・安徽省政府を表敬訪問

議会手続きのオンライン
化等について

人口減少対策調査特別委員会の動き

９月18日

10月15日
10月29日
11月21日

９月13日

議員定数問題等に関する
課題等について

10月16日

人口減少対策ヒアリング調査等及び高知県元気な未来創造戦
略について執行部から聞き取り調査
人口減少対策について有識者から聞き取り調査
人口減少対策について有識者から聞き取り調査
高知県元気な未来創造戦略について執行部から聞き取り調査

武石 利彦 議員
（25年以上）

安徽大学 学生との交流安徽省政府表敬訪問

三石 文隆 議員
（25年以上）

全国都道府県議会議長会自治功労者表彰全国都道府県議会議長会自治功労者表彰

決算特別委員会の動き決算特別委員会の動き

　10月31日(木)に開催された第179回全国都道府県議会議長会定
例総会において、永年勤続の自治功労者表彰を受けられました。

「こうち県議会だより」の点字版・デイジー版をご希望の方は
県議会事務局総務課（TEL 088-823-9533）へ。

高知県・安徽省友好提携30周年記念行事に出席するため、10月13日（日）から16日（水）まで、濵
田知事とともに加藤議長、土森議員、槇尾議員の３名が安徽省を訪問し、熱烈な歓迎を受けました。
中国人民政治協商会議安徽省委員会 唐主席との懇談では、これまで以上に両地域の友好関係
を強固なものとするよう、経済・文化的側面での交流の拡大に努めていくことを確認しました。
また、訪問期間中には、安徽大学や合肥植物園などを視察し、取組の説明を受けるとともに、安徽
大学では、現地の学生と一緒に記念植樹を行うなど交流を深めました。

傍　聴
　本会議や委員会を傍聴できます。
　受付は、当日開会予定時刻の30分前から、議事
堂正面玄関ホールで行います。

本会議（原則として10時に開会）
　定員は145名（先着順）で、定員を超えると入場
できない場合があります。

委員会
　定員は常任委員会・特別委員会はそれぞれ６名、議
会運営委員会は３名です。
　開始15分前に定員を超えた場合は抽選となります。

手話通訳傍聴


